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WB 1:500-1:1000,IHC 1:50-1:100,IP 1:20-1:50

Calculated MW: 71 kDa; Observed MW: 71 kDa

HSPAS8

Heat shock cognate 71 kDa protein (Heat shock 70 kDa protein 8)
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	転写活性化の抑制因子として作用する。Smadを介した転写において、CITED1の転写共活性化因子としての活性を阻害する。シャペロン。スプライソソームの不可欠な部分を形成し、pre-mRNAスプライシングの活性化に必須であるPRP19-CDC5L複合体の構成要素。
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	Hsc70 抗体を使用したマウス心臓 3T3 溶解物中の Hsc70 のウエスタン ブロット分析。
	

	Hsc70 抗体を使用した Hela 溶解物中の Hsc70 のウエスタン ブロット分析。
	

	Hsc70抗体を用いたJurkat、ラット脳、C6、CHO-K1、Helaライセート中のHsc70のウェスタンブロット分析
	

	Hsc70 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト大腸癌の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。

